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続
い
て

、
平
成
二
十
年
度
に
完
了
し
た
工
事

の
中
か
ら

、
特
に
安
全
対
策
に
優
れ
た
左
記
の

五
工
事
に
つ
い
て

「
平
成
二
十
年
度
工
事
安
全

施
工
業
者
表
彰

」
を
執
り
行
い
ま
し
た

。

　
　
表
彰
工
事
及
び
施
工
業
者
名

　
押
上

（
上

）
低
水
護
岸
工
事

　
　

（
株

）
浜
屋
組

　
上
三
川
下
流
護
岸
災
害
復
旧
工
事

　
　

（
株

）
野
澤
實
業

　
伊
佐
山
護
岸
災
害
復
旧
工
事

　
　

（
株

）
小
薬
建
設

　
白
畑
護
岸
災
害
復
旧
工
事

　
　

（
株

）
小
薬
建
設

　
筒
戸
築
堤
工
事

　
　
菅
原
建
設

（
株

）
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毎年、秋には、
コスモスまつりが開催されます。

平
成
二
十
一
年
度
下
館
河
川
事
務
所
工
事
安
全
対
策
協
議
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
国
土
交
通
省
下
館
河
川
事
務
所
は

、
工
事
施
工

に
係
わ
る
労
働
災
害

、
交
通
事
故
及
び
犯
罪
行
為

等
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め

、
平
成
二
十

一
年
十
一
月
二
十
日

（
金

）
に

「
平
成
二
十
一
年

度
下
館
河
川
事
務
所
工
事
安
全
対
策
協
議
会

」
を

実
施
し
ま
し
た

。

　
当
日
は

、
発
注
者

、
受
注
者
か
ら
な
る
工
事
安

全
対
策
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
百
二
十
八
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た

。

　
ま
ず
最
初
に

、
下
館
河
川
事
務
所
か
ら

★
平
成
二
十
一
年
度
の
重
点
的
安
全
対
策
に
つ

　
い
て

★
平
成
二
十
一
年
度
上
半
期
の
関
東
地
方
整
備

　
局
管
内
で
発
生
し
た
工
事
事
故
発
生
状
況

、

　
内
容

★
安
全
に
工
事
を
行
う
こ
と
に
よ
る
メ
リ

ッ
ト

★
事
故
が
起
き
た
場
合
の
デ
メ
リ

ッ
ト

、

　
等
の
説
明
を
行
い
ま
し
た

。

　
こ
の
後

、
受
賞
さ
れ
た
各
施
工
業
者
よ
り

、
安

全
対
策
に
つ
い
て

、
当
該
工
事
で
工
夫
さ
れ
た
点

を
発
表
し
て
頂
き
ま
し
た

。

　
発
表
の
中
に
は

、
従
来
の
安
全
対
策
だ
け
で
な

く

、
最
近
よ
く
聞
く

、
※
A
E
D

（
自
動
体
外
式

除
細
動
器

）
を
使

っ
た
訓
練
を
実
施
し
た
事
例
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た

。

　
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
は

、
質
問

、
意
見
等

が
な
さ
れ

、
現
在
施
工
中
の
工
事
の
安
全
対
策
へ

の
参
考
と
し
て
頂
け
ま
し
た

。

　
次
に

、
お
二
人
の
方
々
か
ら
講
話
を
頂
き
ま
し

た

。

　
ま
ず
初
め
に

、
筑
西
労
働
基
準
監
督
署
の
野
口

署
長
よ
り

、
労
働
災
害
の
防
止
対
策
に
つ
い
て

、

「
労
働
災
害
は
何
故
起
き
る
の
か

、
ど
う
し
た
ら

ふ
せ
げ
る
の
か

」
と
題
し

、
災
害
を
ゼ
ロ
に
す
る

こ
と
は
出
来
な
い
が

、
災
害
が
発
生
す
る
確
率
を

低
く
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
と

「
ス
イ
ス
チ
ー
ズ
モ

デ
ル

」
を
用
い
て

、
説
明
を
し
て
頂
き
ま
し
た

。

　
続
い
て

、
茨
城
県
暴
力
追
放
推
進
セ
ン
タ
ー
伊

藤
氏
か
ら

「
暴
力
団
よ
り
の
不
当
要
求
防
止
対

策

」
に
つ
い
て

、
講
話
を
し
て
頂
き

、

「
毅
然
た

る
態
度
で
接
す
る
こ
と

」
、

「
曖
昧
な
答
え
方
を

し
な
い

」
な
ど
注
意
す
べ
き
事
項
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た

。

　
各
施
工
業
者
に
お
か
れ
ま
し
て
は

、
こ
れ
か
ら

工
事
が
本
格
化
し
て
い
き
ま
す
の
で

、
こ
の
協
議

会
の
内
容
を
活
か
し
て

、
無
事
故
で
工
事
完
了
を

目
指
し
て
く
だ
さ
い

。

茨城県暴力追放推進センター伊藤氏の講話

筑西労働基準監督署野口署長の講話

建
設
業
協
会
と
の
意
見
交
換
会
開
催

会場状況

下館河川事務所からの説明

工事安全施工業者表彰

表彰者による発表

※AEDは、Automated External Defibrillatorの頭文字をとったもので、日本語訳は自
動体外式除細動器といいます。小型の器械で、体外（裸の胸の上）に貼った電極のつ
いたパッドから自動的に心臓の状態を判断します。もし心室細動という不整脈（心臓
が細かくブルブルふるえていて、血液を全身に送ることができない状態）を起こしてい
れば、強い電流を一瞬流して心臓にショックを与えること（電気ショック）で、心臓の状
態を正常に戻す機能を持っています。
　最近、駅や飛行場、劇場などで、ＡＥＤ（エー・イー・ディと読みます）と書かれた器械
を見かけることはありませんか。このＡＥＤは、心臓マヒを起こして倒れた人を、そこに
いる人たちがその場で使って倒れた人の命を救うことができる器械なのです。
　　財団法人　日本心臓財団ホームページより引用

河
川
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た

。

 
平
成
二
十
一
年
十
一
月
九
日

(

月

)

及
び
十
二

日

（
水

)

茨
城
県
及
び
栃
木
県
の
建
設
業
協
会
と

そ
れ
ぞ
れ
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た

。

 
こ
の
意
見
交
換
会
は

、
発
注
者
で
あ
る
下
館
河

川
事
務
所
と
受
注
者
で
あ
る
地
元
建
設
業
協
会
双

方
が
抱
え
る
諸
問
題
の
解
決
に
向
け

、
率
直
な
意

見
交
換
を
行
い

、
諸
課
題
の
改
善
に
取
り
組
み
こ

と
に
よ
り
良
好
な
工
事
品
質
を
確
保
す
る
こ
と
目

的
と
し
て
開
催
し
て
お
り

、
今
回
は
四
月
に
引
き

続
き
二
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

。

茨城県建設業協会との意見交換
会

栃木県建設業協会との意見交換会

・
会
議
内
容

一
・
発
注
者
側
か
ら
の
報
告
等

 
①
平
成
二
十
一
年
度
前
期
入
札
手
続
結
果
に

 
 

つ
い
て

 
②
平
成
二
十
一
年
度
工
事
安
全
対
策
協
議
会

 
 

総
会
に
つ
い
て

 
③
下
館
河
川
事
務
所
工
事
書
類
縮
減
の
取
り

 
 

組
み
に
つ
い
て

 
④
合
理
的
な
維
持
工
事
の
実
施
に
つ
い
て

 
⑤
ワ
ン
デ
ー
レ
ス
ポ
ン
ス
意
見
交
換
会
実
施

 
 

結
果
に
つ
い
て

 
⑥
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

二
・
意
見
交
換

今
回
の
意
見
交
換
会
に
は

、

 
★
茨
城
県
建
設
業
協
会
 
 

十
八
名

 
★
栃
木
県
建
設
業
協
会
 
 

二
十
名

の
方
々
が
出
席

、
下
館
河
川
事
務
所
か
ら
は
所
長

他
六
名
が
出
席
し

、
率
直
な
意
見
が
か
わ
さ
れ
ま

し
た

。

 
尚

、
工
事
書
類
縮
減
の
取
組
に
つ
い
て
は

、
積

極
的
な
推
進
を
望
む
声
が
多
く
上
が

っ
て
お
り

、

当
事
務
所
で
は

、
Ｈ
Ｐ
等
で
そ
の
取
組
を
広
報

し

、
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す

。

　
非
出
水
期

（
十
一
月
～
翌
五
月

）
に
入
り

、

洪
水
か
ら
地
域
を
守
る
為

、
護
岸
工
事
等
が
始

ま
り
ま
し
た

。

　
沿
川
の
皆
様
や
河
川
利
用
者
の
皆
様
に
は

、

ご
不
便
等
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
か
存
じ

ま
す
が

、
ご
理
解

、
御
協
力
を
御
願
い
致
し
ま

す

。

　
尚

、
工
事
期
間
中
は

、
工
事
用
車
両
等
の
通

行
も
多
く
な
り
ま
す
の
で

、
ご
注
意
し
て
く
だ

さ
い

。

　
十
一
月
十
二
日

（
木

）
～
二
十
六
日

（
木

）
の

期
間

、
管
内
の
工
事
現
場
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を

職
員
と
工
事
業
者
さ
ん
で
行
い
ま
し
た

。

　
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は

、
工
事
現
場
内
の

 
①
保
安
対
策
 
 
 

②
労
務
対
策

 
③
交
通
安
全
対
策
 

④
物
品
管
理
対
策

等

、
工
事
事
故
を
防
止
す
る
た
め
の
安
全
体
制
の

確
認

、
指
導
を
行
い
ま
し
た

。

工
事
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

ま
し
た
。

小貝川護岸災害復旧工事
（筑西市下川中子地先）氏家管内（１１月１２日実施）

㈱小薬建設 平石様(監理技術者) ㈱浜屋組 野沢様(現場代理人)
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水
質
事
故
と
は

、
何
ら
か
の
原
因
で

、
油
類
や

化
学
物
質
等
が
河
川
に
流
れ
込
む
等
に
よ
り

、
河

川
の
水
が
汚
染
さ
れ
る
こ
と
を
い
い
ま
す

。

　
河
川
を
流
れ
て
い
る
水
は

、
田
ん
ぼ
や
畑
に
引

き
込
ま
れ

、
農
作
物
を
育
て
る
の
に
使
わ
れ
た

り

、
上
水
道
用
に
取
水
さ
れ

、
浄
水
場
で
濾
過
さ

れ
て

、
生
活
用
水
と
し
て
使
用
さ
れ
る
な
ど

、
私

達
の
生
活
に
ひ
ろ
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す

。

　
こ
の
た
め

、
水
質
事
故
が
起
き
る
と

、
水
を
取

水
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な

っ
た
り

、
魚
が
死
ん

だ
り
と

、
私
達
の
生
活
や
河
川
の
生
態
系
に
大
き

な
影
響
や
損
害
を
与
え
ま
す

。

　
下
館
河
川
事
務
所
で
は

、
水
質
事
故
が
発
生
し

た
際
は

、
事
故
の
影
響
や
被
害
を
最
小
限
に
お
さ

え
る
た
め
に

、
県
や

、
市
な
ど
の
関
係
機
関
と
連

携
し
て

、
対
応
に
あ
た

っ
て
い
ま
す

。

安
全
で
安
心
出
来
る
川
を
守
る
た
め
に

 
 
 
 
 

～

水
質
事
故
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
～

川
を
き
れ
い
に
！

真
岡
市
立
山
前
（

や
ま
ざ
き
）
南
小
学

校
の
全
校
児
童
が
小
貝
川
で
清
掃
活
動

水
質
事
故
発
生
！

　
平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
六
日

（
月

）
に
小
貝

川
の
祝
橋
付
近
と
大
谷
川
の
黒
子
堰
上
流
に
大
量

の
油
が
浮
い
て
い
る
と
の
情
報
が
入
り

、
下
館
河

川
事
務
所
は
茨
城
県
・
筑
西
市
と
連
携
し
て

、
水

質
事
故
対
策
を
行
い
ま
し
た

。

 
下
館
河
川
事
務
所
で
は

、
小
貝
川
・
大
谷
川
の

巡
視
を
行
い

、
三
箇
所

(

小
貝
川
三
十
㎞
平
和
橋

付
近

、
四
十
六
㎞
祝
橋
付
近
．
大
谷
川
三
.

八
㎞

黒
子
堰
付
近

)

に
大
量
の
油
が
見
ら
れ
た
の
で

、

下
流
へ
油
が
流
れ
な
い
よ
う

、
小
貝
川
の
下
記
の

三
箇
所
に
オ
イ
ル
フ

ェ
ン
ス
を
設
置
し
ま
し
た

。

　
そ
の
結
果

、
小
貝
川
下
流
に
は
工
業
用
水
の
取

水
施
設

、
利
根
川
下
流
に
は
飲
料
水
の
取
水
施
設

が
あ
り
ま
す
が

、
双
方
と
も
取
水
停
止
に
は
至
り

ま
せ
ん
で
し
た

。

　
平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
一
日

（
水

）
に
水
質

事
故
対
策
訓
練
が
千
葉
県
松
戸
市
江
戸
川
河
川
敷

で
行
わ
れ
ま
し
た

。

　
訓
練
に
は

、
利
根
川
水
系
の
河
川
事
務
所

（
六

事
務
所

）
、
一
都
五
県

、
千
葉
市

、
地
元
の
松
戸

市

、
N
P
O
法
人
油
濁
防
除
研
究
会

、
水
資
源
機

構
が
参
加
し
ま
し
た

。

　
水
質
事
故
対
策
訓
練
は

、
事
故
発
生
時
の
対
策

の
迅
速
化
及
び
事
故
処
理
の
円
滑
化
等
の
技
術
向

上
を
目
的
と
し
て

、
実
際
の
油
流
出
事
故
を
想

定

、
油
の
流
下
を
防
ぐ
た
め
の
オ
イ
ル
フ

ェ
ン
ス

設
置
と
取
水
口
へ
の
油
の
流
入
を
防
ぐ
た
め
の
オ

イ
ル
フ

ェ
ン
ス
設
置
及
び
採
水
・
簡
易
水
質
分
析

を
行
い
ま
し
た

。

　
ま
た

、
油
濁
防
除
研
究
会
の
方
か
ら
の
講
習
と

関
東
技
術
事
務
所
の
油
回
収
車
の
説
明
を
受
け
ま

し
た

。

　
下
館
河
川
事
務
所
で
は

、
こ
の
訓
練
で
得
た
知

識
と
経
験
を
生
か
し
て

、
引
き
続
き
鬼
怒
川
・
小

貝
川
の
水
質
事
故
対
策
を
行

っ
て
い
き
ま
す

。

水
質
事
故
対
策
訓
練
に

　
　
　
　
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　
鬼
怒
川
・
小
貝
川
及
び
そ
の
支
川
に
お
い

て

、
油
や
魚
が
浮
い
て
い
る
状
況
を
見
つ
け
た

ら

、
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

。

　
　
下
館
河
川
事
務
所
計
画
課

　
　
　
 

（
℡
〇
二
九
六
│
二
五
│
二
一
七
三

）

○　下館河川事務所　対策実施箇所
○　茨城県筑西土木事務所　対策実施箇所

小貝川

③① ②

③小貝川40.5km愛国
橋付近（黒子出張所）
オイルフェンス設置作業状況

①小貝川19.6km伊奈橋付近
（藤代出張所）
オイルフェンス設置作業状況

②小貝川21.0km川又橋

付近（水海道出張所）
オイルフェンス設置作業状況

③

大谷川

小貝川

祝橋
（国道１２５号）

常磐自動車道

国
道
５
０
号

岡堰 福岡堰

筑西市

下妻市常総市

つくば市つくばみらい市

取手市 守谷市

① ②

　
平
成
二
十
一
年
十
月
十

六
日

（
金

）
、
山
前
南
小

学
校
の
児
童
七
十
八
名

が

、
道
祖
土
橋
か
ら
稲
荷

橋
の
約
一
㎞
区
間
河
川
敷

両
岸
に
お
い
て
ゴ
ミ
拾
い

を
行
い
ま
し
た

。

　
同
校
は

、
平
成
十
年
よ

り

、
河
川
敷
の
清
掃
活
動

を
環
境
教
育
の
一
環
と
し

て

、
実
施
し
て
い
ま
す

。

 
ま
た

、
今
年
度

、
当
事

務
所
よ
り

、
河
川
愛
護
団

体
と
し
て

、
感
謝
状
を
贈

呈
し
て
い
ま
す

。

宇
都
宮
海
星
女
子
高
等
学
校
の
生
徒

が
鬼
怒
川
で
清
掃
活
動

マ
イ
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
中
学
生
が
手
作
り
看
板
で
、

　
　
　
　
河
川
美
化
を
ア
ピ
ー
ル
！

 
 
 
安
全
協
議
会
三
社
が
サ
ポ
ー
ト

原因調査

　
平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
四
日

（
土

）
五
行
川
の

勤
行
緑
地
公
園

（
筑
西
市

）
に
お
い
て

、｢

し
も
だ

て
紫
水
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

｣

主
催
”
鮭
お
か
え
り

な
祭
”
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

。

　
当
日
は

、
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が

、
約
百
名
の

方
々
が
参
加

、｢

N
P
O
法
人
未
来
に
つ
な
ご
う
鬼

怒
川
・
小
貝
川
の
会

｣

か
ら
鮭
の
航
海
・
遡
上
範
囲

の
説
明
を
聞
く
と
共
に

、
仙
在
橋
よ
り
鮭
の
遡
上
を

確
認
し
ま
し
た

。
ま
た
会
場
で
は

、
河
川
美
化
に
つ

い
て
の
呼
び
掛
け
が
あ
り
ま
し
た

。

鮭
、
お
か
え
り
な
さ
い

　
鬼
怒
川
を
愛
す
る
会

（
会
長
　
中
澤
清
一
・
会
員

二
十
八
名

)

は

、
鬼
怒
川
の
河
川
美
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
で
す

。

　
当
団
体
は

、
年
間
を
と
お
し
て

、
新
川
島
橋
下
流

の
河
川
敷

（
筑
西
市
伊
佐
山
地
先

）
で
花
畑
の
整
備

や
ゴ
ミ
拾
い
等
の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す

。

 
活
動
に
は
地
域
の
高
校
･
中
学
校
の
生
徒
や
団
体

も
参
加
し
一
緒
に
種
を
ま
く
な
ど
し
て

、
ポ
ピ
ー
や

コ
ス
モ
ス
な
ど
の
四
季
の
花
々
を
育
て
て
い
ま
す

。

花
の
時
期
に
は

、
河
川
を
訪
れ
る
人
々
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
ま
す

。

河
川
美
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

～
鬼
怒
川
を
愛
す
る
会
の
み
な
さ
ん

　
毎年、秋には、
コスモスまつりが開催されます。

　
平
成
二
十
一
年
十
一
月
四

日

（
水

）
、
宇
都
宮
海
星
女

子
高
等
学
校
の
一
・
二
年
生

約
二
百
人
が

、
鬼
怒
川
に
架

か
る
国
道
百
二
十
三
号
新
鬼

怒
橋
下
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
い

ま
し
た

。

　
同
校
は

、
地
域
に
根
ざ
し

た
活
動
を

、
二
十
五
年
前
の

昭
和
五
十
九
年
か
ら
実
施

し

、
平
成
四
・
十
二
年
に
は

下
館
河
川
事
務
所
　
河
川
愛

護
表
彰
を
受
け
て
い
ま
す

。

　
平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
二
日

（
木

）
に

、
真

岡
市
立
久
下
田
中
学
校
と
長
沼
中
学
校
の
生
徒
総

勢
十
四
名
が

、
鬼
怒
川
河
川
敷
緑
地
公
園

（
真
岡

市
砂

ヶ
原
地
先

）
に
河
川
美
化
の
看
板
を
設
置
し

ま
し
た

。

　
こ
れ
は

、
栃
木
県
で
推
進
し
て
い
る
マ
イ
チ

ャ

レ
ン
ジ

（
社
会
体
験
学
習

）
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
た
も
の
で

、
に
の
み
や
河
川
愛
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー

プ
や
二
宮
更
生
保
護
女
性
会
な
ど
の
団

体
が
主
体
と
な
り

、
自
然
環
境
豊
か
な
鬼
怒
川
を

体
験
の
場
と
し
て

、
毎
年

、
生
徒
の
受
入
れ
を

行

っ
て
い
ま
す

。

　
生
徒
ら
は

、
三
班
に
分
れ

、
そ
れ
ぞ
れ
が
ア
イ

デ
ア
を
出
し
合
い
な
が
ら

、
協
力
し
て

、
標
語
や

デ
ザ
イ
ン
を
考
え

、
河
川
愛
護
看
板
を
作
成
し
ま

し
た

。

　
午
後
か
ら
は

、
地
域
貢
献
と
し
て
参
加
し
た
伊

讃
支
部
安
全
協
議
会
の
三
社

(

㈱
柳
沢
工
務
店

、

松
本
建
設
㈱

、
㈱
菊
地
組

)

の
方
々
か
ら

、
道
具

の
使
い
方
を
教
わ
り
な
が
ら

、
ボ
ー
ド
を
杭
に
ネ

ジ
止
め
し
た
り

、
杭
の
長
さ
を
の
こ
ぎ
り
で
切
り

そ
ろ
え
た
り
し
て

、
慣
れ
な
い
作
業
に
と
ま
ど
い

な
が
ら
も
看
板
を
設
置
し
ま
し
た

。

　
こ
う
し
て

、
河
川
愛
護
の
気
持
が
あ
ふ
れ
る
個

性
的
な
看
板
が

、
三
基

、
鬼
怒
川
河
川
敷
緑
地
公

園
に
新
た
に
加
わ
り
ま
し
た

。

 
こ
の
看
板
は

、
河
川
を
利
用
す
る
人
々
の
目
に

と
ま
り

、
き

っ
と

、
河
川
美
化
に
一
役
買

っ
て
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う

。生徒たちの力作を、ぜひ、ご
覧になってください。

会員のみなさん（鬼怒商業高
校の生徒さんと）

～

取
水
停
止
回
避

採水・簡易水質分析訓練

オイルフェンス設置訓練

オイルフェンス設置
方法の説明
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